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The Arctic Ocean sea ice change experiment 

気候モデル数値実験縮臭による衛星プロダクト導出アルゴリズムの検証

ー衛星観測海氷データの活用一

属瀾和雄（千葉大客員）
本多嘉明（千葉大）、梶原康司（千葉大）

第21回 CEReS環墳リモートセンシングシンポジウム

2019.2.14 

Two cases of numerical simulations were perfonned and the results were compared. One is 
the simulation using the Arctic Ocean sea ice distributions in 1982, and another is that 
using the distributions in 2012 
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SST Deviation at NIN0,3 (SS-SN,150W-90W) 

The JRA-55 reanalysis data for comparison 
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Differences of surface temperature 

JRA•55 
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Differences of surface pressure 

JRA-55 

Differences of 500hPa height 

JRA-55 

Numerical experiment 
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Numerical uperiment 
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Differences of SOOhPa temperature 

JRA-55 
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培点霞漏データ・リモートセンシングデータ・モデルデータの扇合
クロスチェックによる培蹟システムの全体像の遷鑽

グランドトゥルースデータ 広域データ

プロットスケール観測
に鴫

衝星・航空機リモートセンシング

直接観測
観測

間接観測

拿 っ 婁独立したデータ間の
相互比較検証

0·1 次元モデル .... 3次元モデル

過程のモデル化 現象の再現とその解釈

オフライン実験 フルカップル実験
統一体系データ・将来予測

♦今I!!は、膏璽Ill測により愕らnだ北極潤面氷変1lJデータを活用し、そnらの変動が地球環頃変

動にとのような影●を与える可能性があるかに関する気僕モデル霞顧実騒蜜析を行った．用いだ

霜氷データは、 Jfv()ヽから還供されだ198211'および2012年の北極潤酒氷分mデータであ

る． 2012年においては． 1982年に比べて．北半球邊桟闊の澤氷が相対的に少ない．

♦海氷が相刃的に少ない讀隕において．アルベドの澤少、 SSTの.J:.111. 上向き顕懇·濯煎フラッ

クスのJIOO、下向き短衰放射の讚少、下同き長波改劃の壇OOが起きる．これらの隕墳において｀
SSTの正饂差による外力により．大気が不安定傾同となる．それにより・上霧荒傾同および地上
気圧の負偏差傾向が生じる．これらの口差により、大気中上●の高度・気温口差19ターンが形成
されることが分かった．

●JRA-5511!解1ftデータにも．モデル数籠寅該結JI!に讀れた大気妻素偏差と近似したは蓑が存IE
することが帽認でき巳よって、これらの口差の要因として．北極悶潤加の変動が大きく関わっ
ていると考えられる．

●北極濁渇氷変1lJと大気変1lJとの関県のメカニズムは．モデル数11実験紀饗を解祈することによ
り説明できると弓えられる．

まとめ

♦リモートセンシングプロダクトはモデル数纏実験の実施およびその組繋の解祈から物速的•生筍生態学

的変動メカニズムを蛸咀するうえで、非胄に有用である．

♦一万で．モデルでjlj"される各夏素は， 111合的な桟Ii!は必要であるものの｀物翌的および生物生恵学的に

矛電しない相互作用関係を禰襲している．よって、モデルブロダクトについても｀リモートセンシングによ

る閲ll!"測データから111別にそれそnのアルゴリズムにより111lltlさnる各要累ブロダクトの．広ぼ的相互桟

Iiiのための、相対的墨遷情帽と成り得ると遷えられる．

●リモートセンシングブロダクトとモデル数纏実験ブロダクトを比較することにより、そnそnのブロダク

トの相互筏証、およひ各要素の変動メ刀ニズムを鯵明することができると考えらnる、

●相互に因饗闘原の氣い衛璽ブロダクトと気候モデル出カブロダクトの控立したブ0ダクトとしての相互比

較検証ば双方のブロダクトの精置向上にとって非常に晉効である．
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